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３ 論文の構成  
 本論文は 6章構成となっている。第 1章は序論であり，研究背景および社会的な要求と本研究
の関わりについてまとめている。第 2章では，著者の博士前期課程までにおける研究成果に基づ
き，人物照合に用いられる技術および現状の問題点についてまとめている。第 3章では，コンシ
















 第 2 章において，著者がこれまで行ってきた，深度センサーを用いて取得した関節位置の座標
の時系列変化を特徴とした人物照合の手法について説明し，その際直面した様々な問題や人物照











































Kernelized Correlation Filter (KCF) のような相関に基づく手法も提案されつつあるが，ベン
チマーク動画における性能向上に重点を置いており，実問題における精度向上に適した手法であ
るかについては疑問があるアプローチである。これに対し，本論文で提案されている手法は，ス
ライディングウィンドウに基づく物体検出手法が極めて高精度な結果を出力可能であることを積
極的に利用し，検出結果を適切に対応付けることによってトラッキングを実現しようというもの
である。提案手法の評価においては，実際に UAVに搭載されたカメラからスポーツを行っている
シーンに関する空撮映像の撮影を行い，人手によって正解情報を付与したデータセットの作成を
行い，実際にその手法が利用される状況における定量的評価を行っている。比較対象としては，
近年の研究において比較対象として選ばれることが多い KCFも含めており，同一のシーンにおけ
るマルチターゲットトラッキングの精度を比較するという公平性の高い条件において，既存手法
を遥かに凌ぐ精度を達成している。なかでも，IARの実現のために重要となる指標である MTを 2
つ作成したテストシーンにおいて 100%とできていることは特筆すべきことである。近年の高精
度な画像認識手法の多くは，ここ数年の間に劇的に精度向上を実現している深層学習に基づく手
法が多い。それに対し，本研究においては，検出・追跡のどちらの処理においても深層学習を用
いていないにもかかわらず，対象となるアプリケーションの特性を見極め，それに対応するため
の手法を適切に設計することにより，実用的な手法を実現できている。また，計算量を極めて必
要とする深層学習を利用していないため，トラッキング処理そのものに関しては並列化を行わな
くても容易に実時間処理が可能である点も大きな特徴である。このように，深層学習に依存せず
問題の特性を見極めるというアプローチが，やや難易度が高いと思われる実アプリケーションに
おいても依然として有効であることを示したことは，本論文の大きな成果である。 
 
６ 論文の評価 
 本学位請求論文は，人物照合に利用可能な画像処理技術に関する研究を行ったものである。な
かでも，検出結果を利用したトラッキング手法に関する研究は，対象とするアプリケーションに
関する実際の動画像を用いて評価を行った結果，重要な指標である MTを 100%とすることに成功
している。このような高い精度にも関わらず，実時間処理にも利用可能な処理速度を達成してい
る。提案されている手法は，近年高い精度を実現できるものの，その結果の解釈が困難であり，
さらに計算量が膨大であるため処理速度が遅くなってしまう傾向にある深層学習を一切使わない
手法であるにも関わらず，極めて高い精度を達成していることは非常に高く評価できる。この成
果は，NICTからの委託研究である「未来を創る新たなネットワーク基盤技術に関する研究開
発」の遂行の根幹に関わるものであり，その貢献は多大なものである。トラッキングに関する結
果を含め，本学位請求論文に関する成果は，複数の国際会議論文に採択されていることから，客
観的にも高く評価されていると言える。以上のことから，本学位請求論文は非常に優秀な論文で
あると評価する。 
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７ 論文の判定 
本学位請求論文は，理工学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたものであ
り，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したの
で，博士（理学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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